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令和５年度 第２次筆記試験 事例Ⅲ(解答用紙) 

 

第 1問（配点 10点） 

① 販 売 先 か ら の 要 望 に 対 応 で き る 設 備 ② 料 理 

人 経 験 の あ る 管 理 職 と 保 有 す る ノ ウ ハ ウ 。   

 

第２問（配点 20点） 

① 手 作 業 で あ る 惣 菜 の 製 造 工 程 に つ い て 可 能 

な 部 分 に つ い て 専 用 調 理 器 具 の 導 入 や 自 動 化 

・ 機 械 化 等 を 行 う ② 現 在 、 メ モ 程 度 で あ る レ 

シ ピ に つ い て 体 系 的 に 文 書 化 し 従 業 員 が 参 照 

で き る 形 に し て 指 導 ・ 監 督 を 効 率 化 す る 。   

 

第３問（配点 20点） 

① 経 験 値 で 見 積 も っ て い る 食 材 や 調 味 料 の 必 

要 量 に つ い て 標 準 化 を 行 い 生 産 計 画 か ら 合 理 

的 必 用 量 を 求 め る ② 入 出 庫 記 録 を 記 帳 の 上 Ｄ 

Ｂ 化 し 最 新 の 在 庫 状 況 を 関 係 者 が 共 有 す る こ 

と で 廃 棄 や 欠 品 を 防 止 す る ③ 月 次 の 生 産 計 画 

を 短 サ イ ク ル 化 し 実 需 に 合 わ せ た 発 注 を 行 う。 
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受 験 番 号  総合採点欄 

       －         点 

 

 

第４問（配点 20点） 

配 送 も 兼 務 し て い る 営 業 部 を 強 化 し 、 現 取 引 

先 の 他 、 一 般 消 費 者 の ニ ー ズ の 収 集 を 広 く 行 

う こ と が で き る 体 制 を 整 え る 。 更 に 、 2 名 体 

制 の 製 品 開 発 部 に つ い て 人 員 を 強 化 の 上 、 営 

業 部 と 情 報 を 共 有 し 料 理 人 の 経 験 の あ る Ｂ 社 

社 員 と 連 携 し て 新 製 品 の 企 画 開 発 を 進 め る 。 

 

第５問（配点 30点） 

妥 当 と 考 え る 。 理 由 は 、 加 工 室 の レ イ ア ウ ト 

は ホ テ ル 等 の 厨 房 と 同 様 な 形 態 で 、 手 作 業 に 

よ る 多 品 種 少 量 生 産 に は 向 く が 、 Ｘ 社 と の 取 

引 に よ る 生 産 量 増 加 に は 対 応 が で き ず 増 築 と 

専 用 生 産 設 備 導 入 が 必 要 で あ る 。 留 意 点 は 、 

新 体 制 の 経 験 ・ ノ ウ ハ ウ を 持 つ 従 業 員 の 採 用 

と 多 頻 度 配 送 体 制 が 必 要 な こ と で あ る 。   

 

 

校舎 □ 東京・新宿本校  □ 大阪・梅田本校  □ オンライン  

お名前（フルネーム）  

 


